
岡崎市における新たな住宅セーフティネット
制度の取組み状況等について

令和２年７月30日

岡崎市 建築部住宅計画課 居住支援係

第７回 中部ブロック居住支援協議会に係る勉強会



岡崎市について

人口：約38万人
総面積：約387㎢
（平成15年：中核市に移行）
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岡崎市について
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岡崎市住宅確保要配慮者居住支援協議会の設立

令和元年８月２日

～愛知県下３番目の設立～

居住支援協議会について
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協議会設立までの経過

H22.３ 岡崎市住宅マスタープランの策定

H29.10
住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律
（平成19年法律第112号。）の改正

H30.８
岡崎市住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅供給促進計画策定委員
会（第１回会議）を開催

H31.４ 岡崎市住宅確保要配慮者居住支援協議会設立準備会を開催

R１.８ 岡崎市住宅確保要配慮者居住支援協議会設立

R１.８ 岡崎市住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅供給促進計画策定

居住支援協議会について
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居住支援協議会会員一覧

区分 会員

学識経験者 愛知産業大学

不動産関係団体 愛知県宅地建物取引業協会西三河支部

福祉関係団体

岡崎市社会福祉協議会

岡崎市民生委員児童委員協議会

法務関係団体

愛知県弁護士会西三河支部

愛知県司法書士会西三河支部

居住支援法人 社会福祉法人愛恵協会

岡崎市 福祉部・建築部

居住支援協議会について
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住宅に関する相談の概要（令和元年度）

居住支援協議会について
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【相談対応の主な課題】

○ヒアリングを行うと、複合的な課題を抱えている場合があ
り、対応すべき住宅困窮理由を整理する必要がある。

○住宅困窮に対応していくために、相談者の生活が安定す
ることを前提として、住宅を探していかなければならない。

○大家等の不安が住宅困窮理由の場合、必要な支援がな
いと解決に至らない。

○紹介できる住宅ストックの確保。

など

居住支援協議会について
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第１回 第２回

活性化部門

居住支援協議会伴走支援プロジェクト
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第１回：新たな住宅セーフティネット制度の推進に関する講演会

【開催概要】
日時 令和元年10月11日㈮ 15：30～17：00
場所 岡崎市役所分館202号室
主催 岡崎市住宅確保要配慮者居住支援協議会
参加者 26名（協議会・専門部会、指定管理、職員など）

内容
⑴ 「テーマ：新たな住宅セーフティネット制度の推進について

～居住支援：「顔の見える関係」で住宅と福祉の垣根を取り払う～ 」
国土交通省 住宅局 安心居住推進課 課長補佐 嶋田大輝 氏

⑵ 「テーマ：社会福祉としての住宅政策」
日本大学 文理学部 社会福祉学科 教授 白川泰之 氏

居住支援協議会伴走支援プロジェクト
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第２回：先進地から学ぶ居住支援に関する講演会及びケース検討会議

【開催概要】
日時 令和２年１月29日㈬ 14：00～17：00
場所 岡崎市役所分館大会議室
主催 岡崎市住宅確保要配慮者居住支援協議会
参加者 32名（協議会・専門部会、指定管理、職員など）

内容
⑴ 「講演会：福祉と住宅の連携による居住支援のプロセスと実践」

大牟田市立病院地域医療連携室次長兼総務課参事牧嶋誠吾 氏

⑵ 「居住支援会議：ケース検討について」
大牟田市立病院 地域医療連携室次長兼総務課参事 牧嶋誠吾 氏
日本大学 文理学部 社会福祉学科 教授 白川泰之 氏
中部地方整備局 住宅整備課 住宅ストック活用係長 木下和彦 氏
一般財団法人高齢者住宅財団 企画部長 落合明美 氏
一般財団法人高齢者住宅財団 企画部 企画課 川原奈緒 氏

居住支援協議会伴走支援プロジェクト
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【主な取組事項】

○大家や不動産賃貸業者への登録の働きかけ

○福祉総合相談窓口との連携体制の構築

○居住支援サービス事業者と協議会の連携

など

令和２年度の取組について
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ご清聴ありがとうございました。


